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まつりごと けいし 

を 謝し、 政治 を 京師へ 奉還し、 天皇 様 御 親政の 日本 本 

来の、 自然の 政体に 返すべき じ や！」 

「先生々々、 もう その 御 議論 は …… 」 

矩之丞 は 四辺り 〔# 「四辺り」 は ママ〕 を 憚って、 押 止 

める ように 手 を 振った。 

「うむ、 よしよ し」 と 中 斎 は 頷き、 しばらく 沈黙して 

いたが、 

「矩 之丞」 と 秘めた 声で、 

「こういう 内外の 悪 情勢に 際し、 何が 最も 恐ろしい か、 

何 を 最も 戒心すべき か、 知って おる かな？ 心得て お 

るか？」 



「いやいや 自慢 をす るので はない。 心に かかる ことが 

あるから じ や」 

「 」 

「貢の 門下に ぉ久 美と いうした たか 者の 女が いたが、 

それ を あの 際 取り逃が してのう」 

r 久 美なら 私 も 存じて おります る」 

ゆくえ 

「どこへ 行った もの か 行衛が 知れない。 …… これが 心 

にか かってお る。 …… 引っ捕らえて 刑に 処 せねば と… 

…」 

急に 矩之丞 は 別の こと を 云った。 

「二三 ヶ月 前に 入門いた しました、 飛田庄 介、 前川満 



ら であ つ た。 

思案に 暮れて 歩いて いたた めか、 道 を 取り違えて 淀 

川縁へ 出た。 
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「去年から かけて 天候 不順、 五穀 実らず 飢民 続出、 そ 

すく い 

れ なのに 官 では 冷淡 を 極め、 救 恤の策 を 施そうと もし 

ない。 富豪 も 蔵 を ひらこうと もしない。 これで は 先生 

が噴概 される はず だ。 と は 云え 他人の 大切な もの を、 



川が、 鋭く 声を掛け 合った の は、 牽制しょう としたの 

だろう。 果然、 同時に、 背後の 敵、 こいつ は 無言で 抜 

き 持った 太刀で、 矩之丞 の 背骨から 胸板まで、 グ ー ッ 

と 一 気に 両手 突いた。 

と、 「アツ」 という 悲鳴が 起こり、 連れて ドッ タリー 

人 斃れ、 つづいて 「ォ ッ」 という 声が した。 見れば 飛 

田と 前 川の 二人が、 抜 身 を 下げた まま 走って いる。 

そば 

見れば 一つの 死骸の 側に、 一人の 武士が 立って いる _ 

「あぶなかった よ」 と 眩いた。 他なら ぬ 宇津木 矩之丞 

い き 

であった。 血 刀 を ダラ リと 下げた まま、 しばらく 呼吸 

を 静める のらし い。 佇んだ まま 動かない。 



来る。 しかし 盗賊の 汚名 だけ は どんな こと をしても お 

着せして はならない」 

矩之 丞はフ ラフラと 歩いて 行く。 

「うむ」 と 云う と 足 を 止めた。 

「犠牲に なろう、 この 俺が！ 辞す 所でない、 裏切者 

の 汚名！」 

尚フ ラフラと 歩いて 行く。 

「人 を 殺した この 俺 だ、 浪人 をして ゴロ ン棒 となり、 

汚名 悪名 受けて やろう！ 手段 はない、 この 他に は。 

…：- 」 

どこと も 知れず 行つ てし ま つ た。 



後に は ザヮザ ヮと晚 春の 風が 夜の 木立 を 揺すって い 

る。 

天 保 七 年 四月 中旬の、 ある 一 夜の 出来事で ある。 

3 

さて その 日から 幾日 か 経った。 

その 時 天 王 寺の 勝 山 通りで、 又 物騒な ことが 行なわ 

れた。 

まず このような 段取りで あ つた …… 



一人の 若い 侍へ、 覆面 武士 達が 斬り かかった の を、 

若い 侍が 無雑 作に、 力 を 抜いて 叩き 倒し、 最後に 一人 

をた たき 倒した 時、 懐紙で 刀身 をぬ ぐった ので ある。 

それから 懐紙 を サラリ と 捨て、 刀 を かざす とス— ッ 

と 見た。 

「切つ たんじ ゃァ ない、 峰打ち だ。 刃 こぼれが あって 

たまる もの か」 

そこで、 ソロ リと 鞘へ 納めた。 すると 鍔 鳴りの 音が 

して、 つづいて 幽かで はあった けれど、 リ —— ン と美 

ン ヽ <^K 口 貝^ ン t, こ o 

し レ 曰- 力し. K 

鰐の どこかに 高価の 金具が、 象眼され ていたの だろ 



きりょ-つ 

う。 瀟洒と して 粋で あり、 どうやら 容貌 も 美しい らし 

い。 月 を 仰いだ 顔の 色が、 白く 蒼 味 を 帯びて いて、 鼻 

が 形よ く 高い のだろう、 その 陰影が キッ パリと してい 

る。 

「平野 屋の 寮から 例の 物 を 持 つ て、 誰か 江戸 へ 発足ち 

はしまい かと、 その 警戒に やって きたの だが、 変な 侍 

三人に、 闇 討ちされ ようと は 思わなかった よ。 どうも 

今夜 は 気に入らない 晚だ。 … … だが それにしても 不思 

議 だな あ。 素性 も 明かさず 理由 も 云わず、 フ ラフラ ッ 

と 切って かかつ たんだ からな あ。 …… 女で 怨み を 買つ 

たこと も、 金で 怨み を 受けた こと も、 これ 迄の 俺に は 



「感嘆して ござる よ、 立派な 腕前」 

「大変な 黒鴨が 出 ゃァが つ た。 俺 を 褒める と は 度胸が 

いいや。 褒める からに は 褒めつ 放しで も あるまい。 い 

ずれ 可い 物で も くれる のだろう」 

可笑しくな つたので 若侍 は、 

「お 弱う ござんし たからな、 先方が」 

「なかなか もって」 と 黒鴨の 武士 は、 

「彼等 も 相当 の 手利き で ，、- J ざる」 

「はは あ」 と 云った が 感付いた。 

「さ て は 貴殿のお 仲間 だ の 」 

「さよう」 とわる くお ちついて いる。 
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「そうか」 と 云った が 若侍 は、 今度 は 少し 腹 を 立てた。 

「では 早速お 訊き 致す、 何故 拙者 を 襲われた？」 

まごまごした 返事で もしょう ものなら、 叩つ 切って 

やる ぞと 云うよう に、 ヌッと 一 足 進み出た。 

しかし、 相手の 黒鴨 も、 何 かに 自信が あると 見え、 

その 横柄 さ を 持ち続け、 

「士官 〔# 「士官」 は ママ〕 なさる 気 は ござらぬ かな？」 



こんな こと を 云い 出した。 

「え、 士官？ 貴殿に かな？」 

これに は 若侍 は 参つ てし ま つ た。 

(どうもい けない や、 俺より 上手 だ) 

ぼんやり 

そこで 茫然して 絶句した。 

すると、 黒鴨の 武士が 云った。 

「長く と は 申さぬ、 一 力 月 余」 

それから ス ルス ルと 進み 寄った が、 囁く ように 云い 

つづけた。 

「悪い こと は 申さぬ 士官お しなされ。 もっとも 主取り 

の 御身 分なら、 無理に もお 進め 出来ない が。 いやいや 



け 致しましょう」 

ところが それ 前に 若侍 は、 蹴飛ばす ような 声で 云つ 

た。 

「解って おる よ！」 とまず ノッケ だ。 

ひとごろし 

r 受 負で ござろう、 殺人 のな！」 

「ほほう 成程、 そう 解され たか」 

「でな か つ たらぶ つたく りさ」 

「成程な、 なるほどな」 

黒鴨の 武士 は 退いた が、 

「ひょっと かする と、 両方 かも 知れない」 

「殺人の 上に ぶった くり か、 アツ ハツ ハツ、 それにし 



で。 …… だが 日当 不足と なら、 清水の 舞台から 飛んだ 

つもりで、 一 日 十両まで 驩り 上げましょう。 これで は 

御 不満あります まいな。 手を拍 ちましょう、 シャン 

シャン シャン！ いかがな もので？ シャン シャン 

シャン！」 

呑んで かかった 態度で ある。 
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こいつ を 聞く と若诗 は、 にわかに 偷： K になった らし 



「これ はお 早い、 早速の ことで」 

黒鴨 もこれ に は 驚いたら しい。 

「が、 結構、 では 十両」 

ふところ 

グッと 懐中へ 手 を 入れる と、 チヤ リン、 チヤ リンと 

音 を させた。 

小判 を 数えた に 相違ない。 

てのひら 

手 を 引き出す と 掌 の 上に、 黄金 十 枚が 載って いた。 

「遠慮 は 御 無用、 さあさあお 取リ」 

「開店 祝で、 何の 遠慮、 では 確かに」 

「あ、 しばらく、 それにしても、 せめて 姓名な と！ 

…：- 」 



「拙者 姓名 は …… 」 と 云い かけた が、 

のリ のじよう なの 

(本名 宇津木 矩之丞 と、 ほんと に宣 つて は 面白くない) 

そこで、 

うわ じ まて つ のしん 

「宇 和 島 鉄 之 進」 と宣 つた。 

「では この 金 を …… 」 

「頂戴いた す。 どれ」 と 小判 を摑 もうと した 途端に、 

「こちらへ 御 士官な され ませ！」 と、 老人の 声が 聞 こ 

えてき た。 

「日当 一 一 十両 出しましょう！」 

ラ しろ 

傍らに 立って いる 平野 屋の 寮の、 その 表門の 背後 か 

ら、 声 は 聞こえて きたので ある。 



時に 抜いた 太刀で、 のめらん ばかりの 掬い 切り、 若侍 

の 股の 交叉 を、 ワン グリ 一 刀に ぶつ 放した 〔# 「ぶつ 放 

した」 は 底本で は 「ぶつ 放した 匕。 —— と 云う 手 害に な 

ると ころ を、 飛び違った 若侍 は、 

「こっち もこう だぁァ —— ッ」 と 浴びせ かけ、 飛び違 

う 間に 抜いた 太刀 を、 ヌ —— ッ とのす と 振り 冠った。 

で、 無言 だ。 静かで ある。 ハタ ハタ ハタ …… ハタ ハ 

さ つきの ぼリ 

タ ハタと、 夜風に 靡く 五月幟の、 音ば かりが 聞こえて 

くる。 

位取った 二人 は 動かない。 藤の 花の 句い、 ほのかで 

あり、 十六夜の 光、 清らかで ある。 こんな 奇麗な^ I い 



ガラガ ラと物 を 投げる 音 もした 
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「おや」 と 扇 女 は 聞き とがめた。 

「何 をした ので ございましよう？」 

だが 大学 は 黙って いた。 とはいえ 顔の 表情の 中には、 

困った こと をし ゃァ がる、 こんな 肝心な 大事な 場合に 

—— と 云った ような 気振りが 見える。 

物 を 投げる 音に 引き つづき、 罵り 合う 声が 聞こえて 



きた。 それ も 二人 や 三人で はなく、 たくさんの 人達が 

大声で、 罵り 合って いるよう である。 

「静かな お 屋敷 だと 思って いました のに、 どうやら 大 

勢の 人達が、 おいでな さるよう でございますね」 

こう 云つ た 扇 女の 言葉に は 皮肉の 調子が こもつ て い 

た。 

V らし 

「女中 三人に 下僕が 二人、 閑静な 生活 をして いるよ、 

だから 遊びに 来る がよ い。 —— な どと 仰 有った お 言葉 

も、 あてに ならない ようで ございま すね」 

大学 は 顔 を 顰めて いる。 神経質ら しいと ころさえ 見 

せ、 不機嫌に 盃を 嘗めて いる。 



物 を 投げる 音 は 直ぐ 止んだ が、 罵り 声 はま だ 止まな 

ヽ o 

レ 

わたし 

「気味の 悪い お 屋敷で ござい ますこと。 …… どれ 妾 

は 帰りましょう。 気味の よくない お 屋敷な どで、 気味 

の 悪い 旦那 様 を 相手に し、 いつ 迄お 酒盛り をした とこ 

ろで、 面白く も 可笑しく も ございません」 

「待てよ」 と はじめて 鮫 島 大学 は、 チラ リと 凄味 を 現 

わした が、 

「帰し はしない よ、 遊んで 行け。 屋敷が 不気味で あろ 

うと も、 この 俺が 不気味であろう とも、 それに 怖 気 を 

揮うよう な、 初心な お前で はない はず だ」 



ここで 二 タリと 笑った が、 干した 盃を 突き出した。 

「まず 一 杯、 飲む がいい」 

せんじょ 

「はい」 と 云う と穏 しく、 扇 女 は盃を 手で 受けた が、 

「酔わせて グ タグ タ にして 置いて …… などと いうよう 

な 厭ら しい、 野暮な お 方で もあります まい」 

「またお 前にして からが、 男の 前で 酔っ払い、 不様に 

姿 を 崩す ような、 あた じけ ない 女で もない はず だ」 

この 時、 バタ バタと 足音が して、 隣 部屋へ 人が 来た 

らし <、 

「お 頭！」 と 呼ぶ 声が 聞こえて きた。 

「馬鹿！」 と 一 喝 した 鮫 島 大学 は、 
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一 つの 部屋で、 一人の 若者が、 匕首な ど を 振り 廻し、 

大声で 喚きち らして いた。 

「なんだ なんだ 飛んでも ねえ 奴等 だ！ うまう ま 俺 を 

だま わか 

瞞 しゃ ァ がった。 これで 解った、 これで 解った！ 幾 

度 勝負 を 争っても、 一度 も 勝った ためしが ねえ、 おか 

しいお かしい と 思った が、 こんな 仕掛けの ある 以上、 

負けつ づける の は 当然 だ— 飛んでも ねえ 奴等 

だ、 承知 出来ね え— さあ 叩つ 斬る ぞ 叩つ 斬る 

ぞ！」 



燈 形の 窓 へ 行き そ， J から 外を視 いたなら、 そ ， J に 真暗 

な 部屋が あり、 そこに 一人の 人間が いて、 絶えず この 

部屋 を視 きながら、 その 真暗な 部屋の 壁に、 突起して 

いる 幾 個 かの ボタン を、 時々 押す の を 見る ことが 出来 

よう。 その 男の 押す ボタンに 連れて、 珠が 鏡に 変わる 

ので ある。 部屋の 広さ 三十 畳 敷ぐ らい そこに 幾 個 か 円 

まわり とう 

卓が あり、 円卓の 周囲に 榻が ある。 そこで 勝負 をす る 

のだろう、 この 時代に は 珍ら しい、 トランプが 幾 組 か 

置いて ある。 

だが もう 一 つ この 部屋に 続き、 異様った 部屋の ある 

こと を、 ここへ 来る ほどの 人間 は、 決して 決して 見落 



に は 恐かった。 それで 手捕りに して ふん 縛り、 うんと 

虐め 懲 しめて、 今後 二度と 来させまい とする のが、 彼 

等 悪漢 共 の 思惑な のであった。 

ところが 一 方 源三郎 は、 怒りと 屈辱と で 正気 を 失い、 

今や 狂暴に なって いた。 そこで、 無闇と あばれ 廻り、 

無二無三に 匕首 を 揮い、 遠慮会釈 なく 人 を 切る。 捕ら 

える こと も 抑える こと も 出来な い。 



o 



「そうです おえ. そうでし ようよ」 

「オイ」 と 大学 猛く なった。 

「その 理詰め だが 嵩ず ると な …… 」 

おっしゃ 

「どうな ろうと 仰 有る ので？」 

「こうなる の だ！ こうなる の だ！」 

ノッと 立ち上った 鮫 島 大学 は、 巨大な 鳥が 小雀 を、 

翼の 下へ 抱え込む ように、 扇 女 を 両腕へ かい 込もうと 

した。 

まんなか 

だが その 途端に 一 方の 壁の、 真中の 辺りへ 穴が 開き、 

一 人の 女が 現われた。 

隣 部屋へ 通う 隠し 戸 を 開け、 手に 阿片の 吹管 を 持ち、 



国で ございました。 そこ は 上海で ございました。 そ 

力と わ 力 

の 裏町で ございました。 一人の 女が 誘拐され、 密 房の 

中へ 閉じ籠め られ、 眠らされ たので ございます。 黒檀 

の 寝台に は 狼の 毛皮。 で その 毛皮の 荒い 毛が、 体の 肉 

を剌 しました。 菱形の 窓から 熟んだ 月が、 ショ ボショ 

ボ視 いて 居りました。 猫目石の ような 月の 眼が、 女の 

胸 を 探りました。 とどう でしよう お 月 様の 眼が、 潰れ 

てし まった では ございま せんか。 胸の 辺りに 刳られた 

穴が、 龕の ように 出来て いたから です。 それ を 見た か 

ら でございます。 それで 吃驚して お 月 様の 眼が、 潰れ 

て しま つたの で) y ざ います。 …… 誰が 刳 つたので > j ざ 



いましょう？ 青々 と 光る ものが ある！ 鉛で 作った 

大形の、 偃月刀で ございます。 柄に 鏤めた は 月長石と、 

雲母 石と で) 」 ざいました。 それで 刳った の で) 」 ざい ま 

す。 可哀 そうな 可哀 そうな 女の 胸 を！ でも その 間 そ 

の 女 は、 歌 をうた つて 居りました。 大変い い 声で ござ 

いました。 だが 本当に 美しい こと は、 その 歌声が 熱の 

ために、 凍って しまった ことで ございます。 で 虹色の 

一本の、 棒に なった ので ございます。 …… 阿片 をお 喫 

みなさい まし、 凍った 歌声の 虹の 棒 を、 手に 取る こと 

が 出来ましょう。 だが 御用 心な さり ませ、 今度 は 手の 

熱に 冷やされて、 棒が 融ける で ございましよう。 それ 



は まだまだ よろしい ので。 では その 時 歌声が、 こう 響 

いたら どうな さいます。 『誰も 彼 も 生きて いる 死骸 だ 

よ』 …… よこせ！ よこせ！ よこせ！ 呉れない！ 

呉れない！ 呉れない！ 呉れない！ 寄って 集って 

たくさんの 人が、 虐 むからで ございます。 そこで、 生 

きながら 誰も 彼 も、 死骸になる ので ございます。 …… 

死骸 は いやらし ゆ う) 」 ざ います。 見な い 方が よろし ゆ 

うご ざいます。 死骸 を 見まい と 思ったら、 阿片 をお 喫 

いなさい まし。 …… お前 は 誰 だい！」 

とその 女 は、 よろめく 足 を 踏み締め ると、 扇 女の 前 

へ 突立った。 



「引け」 という 声が した。 …… 途端に 剌 客の 人影 は、 

八方に 別れて 散って しまった。 

「おかしい な あ」 と 佇んだ まま、 旅 侍 は 眩いた が、 

「はてな？」 ともう 一 度 眩いた。 

というの は 行 手、 眼の 先へ、 加 賀屋と 記された 提燈 

が、 幾 個 か 現われた からで ある。 

r 宇 和 島 様 で ございま しょうな。 加賀屋 からのお 迎え 

でございます」 

手代 風の 一人が 進み 寄った が、 こう 旅 侍へ 声をかけ、 

さも 丁寧に 腰 を かがめた。 



「加 賀屋の 主人が 消え ましたんで」 

「これ は 事件で ございますな」 

「昨夜の- J と で) J ざ いますよ」 

「はは あ 左様で、 昨夜の ことで」 

「いまだに 行方が 知れません ので」 

「なるほど これ は 大変な ことで」 

「家内 中 大騒ぎで w J ざ いますよ 」 

「これ は 騒ぐ のが 当然で」 

「ところが ああい う 大家の ことなので、 表立って 世間 

へ は 知らせられな いそうで」 

「もっとも もっとも もつ とも も つと も」 



ちょっと 小首 を 傾げた が、 ツイと 立ち上った 丁寧 松 

は、 きさくに お 勝手へ 出て 行った。 

「お 梅さん お 梅さん どうした もの だ、 ぉ菰 さんだろう 

と 何だろう と、 お出でな すった からに はお 客さん だよ _ 

不可ない 不可ない、 粗末に して は 不可ない」 

下女のお 梅 をた しなめ たが、 ヒョィ と 丁寧 松 は 眼 を 

やった。 乞食が 勝手口に 立って いる。 

「これ はいらつ しゃい。 何 か 御用で？」 

「へい」 と 云った が 入って 来た。 

「お貰いに 参つ たんじ ゃァ ございません、 お 為にな ろ 

うかと 存じ ましてね。 ちょっとお 聞かせに あがり まし 



たんで」 

「ああ 左様で、 それ は それ は。 …… お 梅さん お 梅さん 

向う へ 行って おいで。 …… さあさあ 貴郎 遠慮 はいらな 

い。 おかけな すって、 おかけな すって」 

「ここで 結構で ございま すよ、 実はね 親分」 と 話し 出 

した。 

「人殺しが あつたんで ござい ますよ」 

「へ— い、 人殺し？ それ は それ は」 

「そい つ を あっし は 見て いたんで」 

「なるほどね、 なるほどね」 

「あっし 達の in 居 は 軒下なん で。 どこへ でも 寝る こと 
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なお も 乞食 は 云いつ づけた。 

「 宇 和 島 様 で ございま しょうな、 加賀屋 からのお 迎え 

でございます。 …… こう 云った ではありません か」 

「はは あ 提燈の 持主が ね？」 

「へい 左様で ございま すよ。 …… それから、 侍 を 囲繞 

んで、 霊 岸 島の 方へ 行きました ので」 

「霊 岸 島の 方へ？ 不思議で すな あ。 加 賀屋の 本家 も 

控えの 寮 も、 霊 岸 島な どに はなかった はず だが」 

ものずき 

「 マ J れが 好奇と いうので しょう、 後 を つ けた の で ) J ざ 



「ええ どちら 様で > ざいます かな？」 

居る とも 居ない とも 返事 をせ ず、 相手の 身分 を 訊い 

たの は、 大事 を 執った ためな のだろう。 

鼻が 平らで 眉が 下って いて、 人の よさそう な 人相で 

はあった が、 眼に 一脈の 凄味が ある。 大きな 旅籠 屋の 

番頭な ので ある。 人が 良い ばかりで は 勤まらない、 食 

えない 代物に は 相違 あるまい。 

「加 賀屋 の 者で ございま すがね」 

そこ は松吉 岡引で ある。 加 賀屋を 活用した ので ある _ 

「おや 左様で ございまし たか。 これ は 失礼 をいた しま 

した。 へいへい 確かに 宇 和 島 様に は、 昨晩から お 宿 ま 



「このお 座敷な ので ございま すよ」 

こう 云って 番頭 は 辞儀 をして みせた。 
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「なるほど」 と 云った が 丁寧 松 は、 開けて みょうと も 

しなかった。 

「結構な お 庭で ございますな あ」 

こんな こと を 云い 出して しま つたので ある。 

築山、 泉水、 石橋、 燈籠、 一流の 旅籠の 庭 だけ あつ 



「お客様が お 先へ 参りました」 

「こう 何となく 反り返って、 お辞儀 なんか はしな かつ 

たでしょう ね？」 

こう 云った が 笑い出した。 

「こいつ ァ 無理 だ、 訊く 方が 無理 だ、 寝ずの番 だって 

人間 だ、 夜つ ぴて 起きて いた 日に ゃァ、 明け方に は 眠 

くなる からね え、 そんな 細かい 変梃な ことに、 気の 付 

く はず はあり やしない。 いや 有難う、 御用 済み だ …… _ 

ところで」 と 云う と 丁寧 松 は、 番頭の 方へ 顔 を 向けた 

力 

「気を悪くし ちゃ ァ 不可ません ぜ」 



一 層 声 を 押し 低めた が、 

「あれが 評判の 開けず の 間 だね？」 

築山の 横に 木立に 囲まれ、 立って いる 古々 しい 離れ 

座敷へ、 頤を 向けて 訊いた ことで ある。 

「 へ い 左様で ございます」 

「どれ ちょっくら 拝見して 来よう。 ナ— 二 中へ は 入 

りゃァ しない」 

庭下駄 を 突 つかけ て 歩いて 行った。 
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り 立てられた 獣の ように、 庭 を 駆け抜け、 主 母 を 駆け 

抜け、 往来へ 飛び出して しまったの である。 

すると、 その 時 音 も 立てず、 離れ座敷の 雨戸が 開い 

たが、 その 隙間から 見えた の は、 一人の 女の 姿で あつ 

た。 身に 行 衣 を 纏って い、 左手に 御 i; を 握って いる。 

しかし 右手に 下げて いるの は、 血に 塗られた 短刀で 

あった。 御 弊に 仕込まれた 懐刀ら しい。 美しい こと も 

美しい が、 その 凄 さは 二倍と 云えよう！ 

うなじ 

髪 を 頸に 束ねて いる。 それで 額が 三角形に 見える。 

ぼうぼうと 毛ば 立った 太い 眉、 耳まで 続いて いないだ 

ろうか？ そう 思わなければ ならない 程、 延々 と 長く 



血 刀が 鈍く 光って いる。 

「 一 世の 碩学 〔# 「碩学」 は 底本で は 「硯学 匕、 貢の 巫女 

…… それから 伝わ つたこの 教法 …… 滅ぼして なろう 

か！ 滅ぼして なろう か！」 

柏屋を 飛び出た 岡引の 松吉 は、 この頃 往来 を 走って 

いた。 
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だが、 十 間と は 走らなかった。 柏屋と 斜めに 向かい 



れ ない。 この 俺が な、 都合 次第。 …… 今日は これ だけ。 

別れよう」 

ひとごみ 

露地から 出た が 人 混に まじり、 間もなく 姿が 見えな 

くな つた。 

「おかしい な あ、 何者だろう 9 宇 和 島と いう 武 

土に 相違ない。 よし 来た、 一番、 つけて やろう」 

追つ かけよう としたが 駄目であった。 その 時 一群の 

人間が、 彼の 方へ 走って 来たから である。 

「不可ない！ しまった！ あいつら だ！ 多勢に 一 

人、 とつ 捉 まる！」 

サ— ッと 一 散に 走り出した。 露地が 左右に 別れて い 



たら みっともない！」 

—— またもや 露地へ 龃け 込んだ。 追って 来る 一 団も 

蚯け 込んだら しい、 足音が 乱れて 聞こえて くる。 案内 

に は 詳しい 岡引で ある。 露地から 露地と 縫って 走る。 

だが 執念深 い 追手で あった。 どこ 迄 もど y 」 迄 も 追 つ か 

けて 来る。 

「南無 三宝！ 行き止まり だ！」 

まさしく 露地 は 行き止まり、 その 正面に 格子造りの、 

粋な 二階家が 立って いた。 

「うう む」 と 唸った が 岡引の 松吉 は、 早く も 決心 をし 

たらしい。 飛び かかる と 格子 を ソロ リと 開け、 それ を 



次ぎ 下さい ますよう」 

若侍 は 奥へ 通された。 
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「町役人の 方が 参りまして、 主人に 逢いたい と 申し ま 

した。 そこで 丁寧に 奥の間へ 通し、 その 旨 を 主人に 申 

しました ところ、 早速 主人 は そのお 方に お逢いし、 し 

ばらく お話しして 居り ましたが、 私 は 手代の ことで は 

ぁリ、 その 場に も 居らず、 立 聞き もせず、 店へ 参って 



裏木戸から 外へ でも 出ました もの か、 錠が 破壊れ て 居 

リ ました。 …… しかも、 その 晚には 若旦那に も、 家へ 

帰って おいでな されず、 いまだに 帰られな いので ござ 

います。 …… そういう 不思議な 出来事が、 一度に 起 

こって 参りました ので、 ぉ可哀 そうに もお 嬢 様に は。 

…：- J 

こうこ こまで 云って 来て、 手代の 長 吉はロ を噤ん だ。 

そば 

と 云う の は 側に お 嬢 様が —— すなわち 品 子と いう 十 

ぼんやり 

八の 娘が、 放心した ような 顔 をして、 茫然 坐って いた 

からで ある。 

ここ は 加 賀屋の 奥まった 部屋で、 三人の 人物が 対座 



「いやいや 何の、 心配 は 御 無用」 

すま い 

「それで は、 ただ今のお 住居 は？」 

「神 田 神 保 町の 若菜 屋 で 一 J ざる」 

云いす てると 宇 和 島 鉄 之 進 は、 事情 を審 しく 思った 

のであろう、 小首 を 傾げながら 座 を 立った。 

そこで、 長吉は 送って 出た が、 後に 残った 品 子と い 

う 娘が、 不意に 甲高い 声 を 上げた。 

「妾に は 解る！ 殺されて いなさる！ おお、 お 父 

様 もお 兄 様 も！」 

フ ラフラと 立つ と 眼 を 抑えた。 

「ぉ久 美 様の 祟り だ、 ぉ久美 様の 祟り だ！」 



埋めた が、 ちょうど この頃 宇 和 島 鉄 之 進 は、 順賀 橋の 

辺リを 歩いて いた。 
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なかつ かさ だいふ 

本 多 中 務大輔 の 邸 を 過ぎ、 書替御 役所の 前 を 通リ、 

南の 方へ 歩いて 行く。 

ヂリ ヂリと 熱い 夏の 午後で、 通って いる 人達に も 元 

気がない。 日陰 を 選んで 汗 を 拭き 拭き、 力が 抜けた よ 

うに 歩いて 行く。 ひとつ は 飢饉の ためで もあった。 大 



があった。 と 云う の は 鉄 之 進が 眼 を やった 時、 急に 話 

そっぽ 

を 止めて しまって、 揃って 外方 を 向いた からで ある。 

そうしてお 互いに 間隔 を 置き、 連絡の ない 他人 だよ I 

I と 云 つたよう な 様子 をつ くり、 バ ラバ ラに 別れた か 

ら である。 

「怪しい」 と 鉄 之 進 は 眩いた。 

「加 賀屋の 手代 だと 偽って、 昨夜 深 川の 佐賀町 河岸で、 

うまう ま 俺 を たぶらかし、 柏屋へ 連れ込んだ 連中が 

あつたが、 その 連中の 一味 かも 知れない。 何と 云って 

もこの 俺 は、 高価の 品物 を 持って いる。 奪おうと 狙つ 

ている 連中が、 いずれ は 幾 組 も あるだろう。 加 賀屋源 



こう 決心 をした 鉄 之 進が、 迎える ようにして 足 を 止 

めた 時、 

「駕籠 へ 付 いてお いでな さり ませ」 

艷 めかし い 女の 声が した。 

見れば 鉄 之 進の 左側 を、 一挺の 駕籠が 通って いる。 
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「おや」 と 鉄 之 進 は 怪訝そう にした。 

「誰に 云った のだろう？ この 俺に か？」 



せんじょ 

扇 女で ある。 切 戸口から 内へ 入ろうと した 時、 裏木戸 

から 武士 達が 入り込んで 来た。 鉄 之 進 を 従け て 来た 武 

士達 である。 

「御 心配に は 及びません よ」 

扇 女 は 鉄 之 進へ 囁いた が、 五六 人の 武士へ 眼 を やつ 

た。 

「ねえ 皆さん 方、 見て 下さいよ。 ここに 居られる お 侍 

さんが、 この 妾の 恋しい 人 さ。 …… だから ％| めちゃ 

ァ いけない よ。 …… お前さん 達のお 頭の、 鮫 島 大学 さ 

んへ 云って おくれ。 女 役者の 扇 女の 慘夫 は、 途方 もな 

く 綺麗な お 武家さん だった とね。 …… 何 を ぼんやりし 



「十から 八 引く 十一が 残る！ 今度 こそとう とうこん 

な ことにな つた。 何しろ 俺と いう 岡引が、 悪党に 追わ 

れて 逃げ こんだ からな あ。 由来 岡引と いう もの こそ 悪 

党 を 追っ掛けて 行く もの じゃァ ないか。 世 は 逆さまと 

ぞなリ にサリ 」 

丁寧 松 事松吉 である。 

つし ろ 

背後に 大 藪が 繁 つていて、 微風に 枝葉が 靡いて いた _ 

ここら は 一面の 耕地で あつたが、 耕地に は ほとんど 青 

色がなかった。 天候 不順で 五穀が 実らず、 野菜 さえ 

生長たない からであった。 所々 に 林が ある。 それに さ 

え ほとんど 青色が なく、 幹 は 白ち やけて 骨の ように 見 



え、 葉 は 鉄 鯖て 黒かった。 どっち を 眺めても 農夫な ど 

の、 姿 を 見る こと は 出来なかった。 

丁寧 松 は 考え込んだ。 



o 
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「さあ どこから 手 を 出した もの か、 からきし 俺に は 見 

当が 付かない。 ーッ とひと っ珠を 弾く か！ 柏 屋の奥 

庭の 開けず の 間 さ— ニッ ともう 一 っ珠を 上げる 

か。 久しい 前から 眼 を 着けて いた、 鮫 島 大学の 問題 さ。 



こいつ もうつ ちゃって は 置かれない。 敵意 を 示して 来 

たんだ からな あ。 …… 三と もう 一 っ珠を 弾く か。 加賀 

屋の 主人の 行方不明 さ。 そうして 悴の 行方不明 さ …… 

もう 一 っ珠を 弾く としょう。 宇 和 島と いう 武士 も 問題 

になる。 —— 四ッ 事件が 紛糾った つても のさ。 …… 

ええとと ころで 四ッの 中で、 どれが 一番 重大だろう か 

な あ？」 

事件 を 寄せ集めて 考え込んだ。 

「四ッ が 四ッぉ 互い 同士、 関係が あるん じゃァ ないか 

しら 7」 

そんなよう にも 思われた。 



のさ。 扇 女なら こそ 助けて くれたんだ。 お礼 をし なけ 

れ ばなら ない な あ」 

け ま 、- 

すると その 時 藪の 中で、 物の 蠢く 気勢が した。 

「おや」 と 思って 振り返って 見た が、 枝葉が 繁 つてい 

るた めに、 隙 かして 見る こと は 出来なかった。 

「さあ これから どうした もの だ？」 

丁寧 松 は 考え出した。 

「よし 来た、 今度 は 方針 を 変えて、 鮫 島 大学の 方 を 探 つ 

て 見よう。 旅籠 屋の 柏屋 とも 近いから な あ。 かたがた 

都合が いい かも 知れない。 …… が。 一人 じゃァ 不安心 

だな あ。 …… そうして どっちみ ち 夜が 来な けり ゃァ駄 



ま ろ 

檻褸を 引っ張り 杖 を 突っ張り、 垢 だらけの 手足に 髯 

ぼうぼうの 顔、 そういう 乞食が 現われた。 
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「今まで 藪の 中に いたの かい？」 

「ここが 私の 別荘で」 

「いや 豪勢な 別荘 だ」 

「少し 藪 蚊 は 居ります がね」 

「人間の 藪 蚊より は 我慢 出来る」 



「こい つどう にも 怪しい な あ」 

_ —— そこ は松吉 商売柄 だ、 何 か 看破 をしたら しい。 

と、 ソロ ソロと 懐中の 内へ、 右の 片手 を 突っ込んだ 

力 

「私の 云った の はそう ではない。 お前さんの ような 由 

緒の ある 人 を、 乞食の 身分に 落とし 入れた、 世間の や 

つらが 藪 蚊 だとい うので」 

「え？」 と 乞食 は 眼 を 据えた が、 

「この 私が 由緒の ある。 …… 」 

「おい！」 

「へい」 



と、 一所 影が 射した。 雲が 渡って 行った のだろう。 

都 —— わけても 両国の 空 は、 ドンより として 煙って 

いる。 

砂塵が 上 つてい るの だろう。 

乞食 は そっち を 見て いたが、 ふっとば かりに 眩いた。 

「今夜 あたり 起 こる で) J ざ いまし ようよ。 恐ろしい 恐 

ろしい 騒動が」 

「ほほう」 と 云った ものの 松吉 は、 どういう 意味 だか 

解らなかった。 

「何が 起こる と 有 仰る ので！」 

丁寧な 言葉で 訊き 出した。 



風の 役目 を！」 

同じく 鮫 島 大学で ある。 

一団と なって 東北の 方へ、 走って 行こうと した 折 柄、 

漲る 暴徒 を搔き 分けて、 こっちへ 走って 来る 人影が 

あった。 

岡引の 松吉と 「上 州」 である。 
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岡引の 松 吉と上 州と、 そうしてお 久 美の 一 団と は、 



いますが、 とうとう とり 逃がして しまいました。 懲り 

ずに またも 近寄りました は、 何より 幸いに ございます _ 

今度 こそ 逃が さず 追 い 詰めて、 息の根 を 止める で ござ 

いましょう」 

狂信者の 群 を 見廻した が、 

「向こうへ 逃げて 行く あの 男 こそ、 我々 にと つて は 無 

二の 敵、 教法 を 妨げる 法 敵で ござる。 追い付いて 討つ 

てお とりなされ」 

狂信者の 群が 後 を 追う。 

うしろ 

背後 を 振り返った 岡引の 松吉 は、 

「いけない いけない 追つ かけて 来る。 いよいよ 今朝方 



「ふん」 と 東 三の 声が した。 

「お前から 勧めて いるの じゃァ ないか。 

乳母さん とは異 うよう だな あ」 

「何 だよ」 とお 繁の 声が した。 

「そういう お前さん だ つ て いい加減 変 さ」 
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娘の 品 子の 声が した。 

「東 三、 東 三、 悪党 だね え！」 



た 
だ 
の 



り そこなつ たかな。 …… 」 

裏木戸へ 触る 音が した。 どうやら 蔵 番の東 三ら しい。 

しかし 足音 は 遠ざかり、 そうして 全く 静かに なった。 

聞き澄ま していた 宇 和 島 鉄 之 進が、 首 を 傾げた の は 

当然と 云えよう。 

「 ど う やら 秘密が あるよう だ。 いやこう いう 大家に な 

ると、 いろいろの 秘密が ある ものと 見える。 …… だが、 

それ はとに かくと して、 いまだに 主人 は 帰宅 しないら 

しい。 …… これ だけ 確かめれば 用 はない。 どれ ソロ ソ 

口 帰ろう か」 

往来の 方へ 出よう した 時 〔# 「出よう した 時」 は ママ〕、 



にわかに 四辺が 騒がしく なった。 

大勢の 走 つ て 来る 足音が する。 

r I 力すな：？ 《1 力すな， - 

「討って 取れ」 

「さあ 追い詰めた ぞ」 

「しめた！ しめた！」 

叫ぶ 声々 が 聞こえて きた。 

「はてな」 と 鉄 之 進 は 足 を 止めた。 

「とうとう ぶちこ わしの 手が 来た か」 

その 時 一 ッの 人影が、 往来の 方から 龃け 込んで 来て、 

一 一人 あぶなく ぶっかろ うとした。 



「よし」 と 云った が 鉄 之 進 は、 刀の 下緒 を 引抜いた。 

「今朝方 約束した はず だ、 場合によ つ て は 助けようと」 

「それで はお 助け 下さる ので」 

やつばら 

「拙者に も 縁の ある 奴 原 だ。 と 云うよ り 拙者の 先生に、 

深い 縁故の ある 奴 だ、 退治れば 先生のお 為に もなる。 

II 其方 は 逃げろ！ 一 人で 十分！」 

キリ キリと 下緒で 綾 を 取る。 

「それで は」 と 云って 龃け 抜けよう とした 時、 裏へ 廻つ 

た 狂信者の 群が、 ムラ ムラと こっちへ 寄せて 来た。 

「いけね え」 と 喚いて 岡引の 松吉 が、 往来の 方へ 走ろ 

うとした 時、 青白い 龕の 光が 射し、 お 久美を 先頭に 狂 
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それ を 追つ かけた 宇津木 矩之丞 は、 信徒に 囲まれ 龕 

を 捧げ、 逃げて 行く ぉ久 美へ 追い付い たが、 

「天誅！」 と 叫ぶ と 背後 袈裟に、 右 肩から 背筋へまで 

斬り付けた。 

龕が 投げられ、 悲鳴が 起こり、 ぉ久 美が 倒れて ノタ 

打つ の を、 宙へ舁 きのせ たが 狂信者の 群 は、 矩之丞 の 

手 並に 恐れた のであろう、 往来の 方へ なだれ 出た。 

もう 追おうと もしなかった。 宇津木 矩之丞 は 血 刀 を 



した まま、 お 妻 を かかえて、 風の ように、 馳せ 去った 

乞食の 上 州 は、 どこへ 行った もの かその 時 以来、 二度 

と 姿 を 現わさなかった。 しかし 竹光の 柄の 上に 一連の 

文字が 刻って あつたので、 その 身分 を 知る ことが 出来 

た。 

支那に は 「白蓮 会」 だの 「哥老 会」 だの 「六合 会」 

だのと いうよう な、 秘密結社が たくさん あつたが、 そ 

びやく こうかい 

の 中の 「白毫 会」 という 結社に は、 日本人 も 会員に 加 

わって い、 乞食の 上 州と 宣 つた 人物 も (本名 は 

とみ もと ゆうの しん 

富 本 雄 之 進との こと) 鮫 島 大学 も 会員であって、 支那 

とそうして 日本との 間 を 密行して いたそう な。 



富 本 雄 之 進 は 正義の 士で、 将来の 日本の 大陸 進出の 

ため、 支那の 内情 を 知ろうと して、 白毫 会員に なった 

ので あるが、 鮫 島 大学 はそう ではなく、 私利 私欲 を 計 

ろうとして、 白毫 会員に なった ので あり、 支那の 悪質 

の 娯楽場の 組織 を、 江戸へ 持って来て 打ち立てて、 詐 

欺 的 行為まで したので あり、 なお 彼 は 支那から 帰国す 

る 際に、 白毫 会の 支部 長 (これ も 日本人) の 娘で、 雄 

之 進の 許嫁に あたる、 お 妻と いうの を 誘惑して 来て、 

娯楽場の 酒場の スタ— にした が、 阿片 常用者にまで 堕 

落させて しま つ た。 

しかし その 当の 大学 も、 許嫁のお 妻 を 取り返す ため 



日本へ 帰って 乞食にまで なり、 大学 を 探して いた 雄 之 

進の ために、 竹光で 刺されて 殺されて しまい、 外国 渡 

来の 悪質 娯楽場 も、 おりからの 「ぶちこ わし」 の 火事 

にか かり、 まったく 灰 II となって しまった。 
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自分の 家の 金蔵の 中に、 どうして 源 右衛門と 源三郎 

とが、 血 だらけに なって いたのだろう？ 鮫 島 大学の 

姦策から であった。 一味の 悪漢 東 三 をして、 加 賀屋の 



抛り 込んだ までで、 その 時 開けず の 間が 邪宗の 道場で、 

十字架、 祭壇と いうよう な、 いろいろの 物の あるの を 

知リ、 一驚した という ことで ある。 

宇津木 矩之丞 の その後に ついては、 いろいろの 説が 

行なわれ ている。 

おおしおち ゆうさい てんま 

大塩中 斎 に 諫言 をし、 一 揆 (天満 から 兵 を 挙げ、 大 

阪の 大半 を 焼き打ち にかけ、 悪 富豪 や 城代 を征 め、 飢 

てんま やけ 

民 を 救済しょう としたので、 世人、 天満 焼と 称した が) 

—— その 一 揆の 勃発 を、 中止 させようと 努めた ところ、 

さ 

中 斎が それ を諾 かなかった ので、 矩之丞 は 断念し、 大 
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